
未来の資源を拓く
― 総合的海洋資源管理新時代の幕開け ―
4次元統合黒潮圏資源学の創成プロジェクト

CTD - CMSを海に投入する様子
CTD（Conductivity Temperature Depth profiler）により
海水の水温や塩分の鉛直構造を観測します。同時に 
CMS（Carousel Multisampling System）および搭載され
ているニスキン採水器（テフロン製）により、研究船上から
必要な深度で汚染なく海水を採取できます。

船名／マリオン・デュフレーヌ
機器所属／フランス極地研
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巻頭挨拶　櫻井学長・徳山センター長

プロジェクト概要

I　黒潮圏資源研究の推進

I - 1／海底鉱物・エネルギー資源の基礎研究

I - 2／海洋生物資源に関する基礎研究

I - 3／黒潮の時空間変遷史の研究

II　総合的海洋資源管理の体系化

III　海洋人材育成および地域産業創出

中間成果報告会

実施事業
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※本誌掲載の記事、写真の無断複写・複製を禁じます。

実施事業 平成30年度の主要な活動や成果をご紹介します。

　2018年9月時点の実施内容をまとめた中間報告書なら
びに11月6日に開催した中間成果報告会に基づく中間評
価を、3名の外部評価委員へ依頼しました。右記のとおり、
評価報告書の中で、プロジェクト後半で図るべき内容の一層の
充実化に関してご提案いただきました。
　この提言を受けて残り3年間の事業を進めていく予定に
しています。

外部評価報告の要点

　フィリピンの若手研究者への稚魚の形態分類
に関する知識や技術の普及を目的として、2019
年1月10日（木）～14日（月）に、本学の協定校で
あるフィリピン大学ビサヤ校において、 “Train-
ing of Marine Fish Larvae Taxonomy”が開
催されました。本学からは、海洋生物研究教育施
設の木下泉教授に加え、黒潮圏総合科学専攻の
修了生が招聘されるとともに複数の在学生も
運営スタッフ等として参加しました。

フィリピン大学ビサヤ校Wilfledo Campos教授 参加者および運営スタッフ カタンドアネス州立大学Minerva I. Morales学長 シンポジウムに参加した国際連携部門スタッフ

“Training of Marine Fish Larvae Taxonomy”の
共同開催

　黒潮源流域のフィリピンビコール地方カタンドアネス州立
大学において、2019年2月21日（木）に、“KU-CSU 2019 
Symposium on International Collaboration for Edu-
cation and Research”が開催されました。当大学からは、
2014年度から3名のさくらサイエンスプランプログラムによ
る若手研究者を受け入れています。また、2018年10月から
は、博士課程の学生として、若手教員が黒潮圏総合科学専攻
で学んでいます。今後の教育・研究の交流を活発化するため、
国際交流協定の締結に関する議論が行われました。

“KU-CSU 2019 Symposium on International
Collaboration for Education and Research”

　第12回黒潮圏科学国際シンポジウム（2007年度より高知大学と台湾、フィリ
ピンの協定大学のローテーションで実施）は、2018年11月18日～21日の期間、
台湾高雄市の国立中山大学において、東シナ海臨海実験所会議とジョイントで
開催され、黒潮圏諸国 (日台比の他、 インドネシア、マレーシア、ベトナム、シンガ
ポール等）の大学・研究機関から約70名の研究者・学生が参加しました。高知大学
からは教員1名、大学院生4名が参加、研究発表を行った他、我が国からは九州
大学スタッフ2名やグアム大学の日本人研究者らが参加しました。シャコ貝の保全、
海藻の生物学、海洋生物学一般の3本の大きなセッションの他、学生の研究発表の
セッションが立てられました。
　また東シナ海に面する14ヶ所
の臨海実験所の研究者らが
自らの施設を紹介、その連携に
ついて討議しました。最終日午
後はエクスカーションとして市
内の高雄展覧館での国際漁業
展見学や湾内クルージングが
行われました。

　科学技術振興機構（JST）「さくらサイエンスプラン」の支援のもと、2019年1月
20日～27日の8日間、フィリピンならびに台湾の大学・研究機関から10名（大学院
生8名と教員2名）を招聘し、『黒潮圏流域の「沿岸域の海洋管理」を担う学術人材
ネットワークの連携強化と拡大』をテーマとしたプログラムを実施しました。分野横断
的なコンセプトに力点をおいた本プログラムで
は、黒潮圏流域・沿岸域から陸域まで幅広い
フィールドにかかる先端科学技術の見学・
体験を実施し、学術交流を図りました。

平成30年度「さくらサイエンスプラン」による
若手研究者受け入れ

湾内クルージング終了後の集合写真

国立中山大学（台湾・高雄）における
第12回黒潮圏科学国際シンポジウム
(Joint symposium of the 12th Kuroshio Sciences and South China Sea marine stations)

カタンドアネス州

1. プログラムに関係する教員各自が「資源」について、真剣に考え、
　 それらを互いにぶつけ合って、 黒潮圏資源学としての「資源」とそれへの取り組みを方向付ける

2. 1) 班内と班間で“資源”などをテーマにして討論する
　 2)“資源”に関するしっかりした識見を持ち全体を俯瞰できる人材を発掘してプログラムに背骨を通す

3. 各班を貫いたプログラム全体の背骨の部分を構築し、総合的海洋資源管理の体系化および
　 海洋管理人材の育成を含む全てのプログラム参加者は、背骨との関係性と位置付けを
　 より強く認識し、適正な距離感をもつ

4. 一連の取り組みを、高知大学内にとどめないで、学界を含めて広く社会に対して情報発信、
　 宣伝周知して、4次元統合黒潮圏資源学の社会への定着を図る意気込みをもつ




